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第4号 ３０32回例会 ２０１8年 7月 26日（木） 

 
＜ビジター・ゲスト＞ 

第 2570 地区第３グループ ガバナー補佐 

入間ロータリークラブ 細淵克則 様 

 

＜❁会長の時間❁＞ 齋藤栄作会長 

本日は入間クラブ

から排出しています、

細淵克則ガバナー補

佐訪問例会ですので

宜しくお願いします。 

さて、７月22日(日)

職業奉仕部門セミナ

ーに行ってきました。クラブからは職業奉

仕部門委員長の繁田会員、会長エレクトの

滝沢会員、と３名が出席しました。地区役

員として出席していた細淵会員、忽滑谷会

員、関谷会員ともお会いしました。今回の

職業奉仕部門セミナーの特筆すべき事は

講師がロータリーの研究者であるかの様

な方でパワーポイントを使用して多岐に

わたり細部にわたり RI 職業奉仕全般につ

いての方向性、考え方を極めて客観的に講

演をされました。私自身も夢中になって聴

き入ってしまい大変勉強になりました。講

師の方は当地区の前嶋パストガバナーと

同期の2650地区(福井県 敦賀)のパストガ

バナー刀根荘兵衛氏であり職業は駅弁販

売と明記されていました。ロータリーの友

６月号では RI 会長のテーマ「インスピレ

ーションになろう」についての解釈を掲載

され注目を浴びた方でもあります。 

「人の心に火をつけるリーダーになろう」 

「ロータリアンの心を奮い立たせよう」 

「モチベーションを高めるリーダーにな

ろう」以上が氏の解釈であります。 

☆会場：魚いち 点鐘：午後６時３０分 

 

以下講演を聴いて莫大な情報量の中か

ら会長の時間内に収めるべき私が纏めた

私見です。日本のロータリーが現在まで考

えて来た「職業奉仕」は職業奉仕こそがロ

ータリーの本質である。職業奉仕はロータ

リーの金看板である。職業を通して社会に

貢献しているのだ等、職業奉仕に対しての

考え方は精神論的、哲学的であり極めて重

要視されていた。どちらかというとこれら

の考え方は日本の独自の考え方であり、世

界的な標準化（グローバルスタンダード）

からすると少々異なっていることを理解

しておかないと RI の考え方と日本のロー

タリーの考え方は大きくずれてしまう。ど

ちらが正しいという問題ではなく、日本的

な独自の考え方があり、米国的、西洋的な

考え方が存在するということです。サッカ

ーのワールドカップで話題になった事柄

で日本のサポーターが試合後ごみ袋を持

って自分達が出したごみ以外も清掃して

帰る光景が世界的に話題になった。当初は

日本のサポーターが世界のメデイアで賞

賛されていたがその後このごみ袋の風景

は欧米諸国にも広がっている。欧米諸国の

サポーターは「我々は日本のサポーターの

真似をしているのではなく我々はその光

景を見て素晴らしいと感じ良い事だと思

ったので日本のサポーターから学んだこ

とを実践しているのだ」と報道されていた。

世界が大きく変化しているなか RI も変化

しています。我々も日本のロータリークラ

ブの独自性も育みながら良いものは欧米

諸国から学んで行けば良いのでしょう。 
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＜幹事報告＞ 豊田義継幹事 

＜協議事項＞ 

1.７/25(水)臨時持ち回り理事会 

・8/9(木)通常例会点鐘 12 時 30 分(丸広） 

・8/23(木)通常例会点鐘 12 時 30 分(西山

荘）会員増強入会候補者出席会 

＜報告事項＞ 

1.７月 25 日(水)航空自衛隊入間基地  

盆踊りと花火の夕べ当クラブ３名出席 

2.地区分担金 上半期分 620,400 円振込み 

＜その他＞ 

７月 23 日青梅市で 40.8℃という、明治

以降東京の観測史上最高気温を記録した

日に、入間市の社会福祉協議会のチャリテ

ィーゴルフ大会が狭山ゴルフクラブで開

催されました。猛暑の中、参加された当ク

ラブの３名の皆様、熱中症にもならず、お

疲れ様でした。 
 

 

 

＜出席報告＞ 白幡英悟委員長

会員数 出席数 出席率 前回修正率 

44 名 22 名 56.41％ 73.17% 

事前欠席連絡 19 名 
 

 

 

＜ニコニコＢＯＸ＞ 木下登ＳＡＡ 

★ようこそ細淵ガバナー補佐入間ロータ

リークラブへお出で頂きありがとうご

ざいます。 

「齋藤栄作君、豊田義継君、木下登君」 

 

本日\3,000 累計\78,000 

 

 
■回覧、配布物 

① 広島ロータリークラブ会長・廣谷清様よ

り西日本豪雨災害義援金のお礼状 

② 8/2 ガバナー公式訪問出欠表 

③ 8/23 西山荘通常例会出欠表 

④ 8/30 納涼夜間例会出欠表 

 

 

■■■ 講師卓話 ■■■ 
第 2570 地区第３グループ 

ガバナー補佐 細淵 克則 様 
 

月曜日に新狭山ロ

ータリー、火曜日に日

高ロータリークラブ

に行ってまいりまし

た。今日が三回目の第

３グル一プガバナ一

補佐訪問となります。 

補佐訪問で色々お

話しているのですが、地区では 2つの大き

な問題があります。毎年上がるのが増強で

す。石川さんがガバナーをされているころ

から人が減り地区の課題として増強が一

番の問題です。増強は言うのは簡単ですが、

やっぱり中々難しい。最後になる決め手は

会員皆さんの情熱だと思います。 

良い例として、会員が 3名になったクラ

ブが「一人になってもロータリーの種とな

りいつか花開く」との思いから真剣に増強

に取り組み、その年 8名になり、翌年は 13

名に増えました。増強委員長だけではなく

会員皆が責任をもって誠意を尽くしてや

れば必ず成果につながります。 

もう一つの問題がガバナーエレクトが

決まっていない為、決算報告や補助金の申

請ができず、早急にエレクトを探さなくて

はなりません。三年の段階を掛け地区の改

革も計画中ですので、第 3グループではガ

バナーデジグネートを探さなくてはなら

ない重い問題を抱えています。 

私の役目は地区とクラブの橋渡しです。

ＲＩ会長のテ一マ、茂木ガバナ一方針と各

クラブ会長方針が三位一体となり、大きな

成果を挙げられる様に支援する事が仕事

と考えています。第三グル一プはここ数年

補佐の選出に時間が掛っています。 

各クラブの協力を得て数年先を見据え

た補佐の選出方法を考えたいと思います。

どうぞ宜しくお願いします。 
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発行 入間ロータリークラブ 

■事務所：〒358-0023 入間市扇台 3-3-7 ハイツ斎竹 101 号 Tel.04-2964-1700 Fax.04-2965-5788 

■Email   iruma－rc＠jupiter.plala.or.jp 

■例会場：丸広百貨店入間店６Ｆバンケットホール Tel.04-2963-1111 

■例会日：木曜日 12：30～13：30  ■会報委員長：水村雅啓 

 

＜ホームクラブ出席率１００％表彰＞   

関谷永久会員、一柳達朗会員 

 

 

＜在籍表彰対象者＞   

25 年 水村雅啓会員   

20 年 岩崎茂会員 

   細淵克則会員 

吉永章子会員 

10 年 宮崎正文会員 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜修正出席率表彰対象者＞ 

石川嘉彦会員.一柳達朗会員.大野賢次会員 

金井祐一会員. 木下 登会員.齋藤栄作会員 

関谷永久会員.滝沢文夫会員.田中快枝会員 

忽滑谷明会員.細田浩司会員.細淵克則会員 

馬路宏樹会員.水村雅啓会員.宮崎正文会員 

吉岡信人会員.吉沢誠十会員.吉永章子会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


